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「伊勢市の就学前の子どもの教育・保育に関する施設整備計画（案）」における 

パブリックコメント結果概要について 

 

１ パブリック・コメント実施の概要 

（１）意見募集した案件 

  伊勢市の就学前の子どもの教育・保育に関する施設整備計画（案） 

（２）意見募集方法 

   伊勢市公報、伊勢市ホームページ、伊勢市広報誌、伊勢市行政チャンネル文字放送、 

   伊勢市長定例記者会見 

（３）計画（案）の閲覧場所（65箇所） 

   ・市民ホール（本館 1 階） 

・こども課（東館 2階） 

・教育総務課（小俣総合支所 2階） 

・総務課（本館 2階） 

・総合支所地域振興課（二見･小俣･御薗） 

・支所（神社･大湊･宮本･浜郷･豊浜･北浜･城田･四郷･沼木） 

・伊勢図書館 

・小俣図書館 

・生涯学習センターいせトピア 

・二見生涯学習センター 

・各公私立保育所 28 箇所 

・各公私立幼稚園 13 箇所 

・各公私立認定こども園 4 箇所 

（４）意見提出の対象者 

   伊勢市内に在住、通勤又は通学している人など 

（５）意見募集の期間 

   平成 26年 10 月 1日（水）から平成 26年 10 月 31 日（金） 

 

２ 意見募集の結果 

  意見数  21 人（34 件） 

  【内訳】 提出方法別（窓口提出 15 人（25 件）、ファックス 4 人（7 件）、Ｅメール

2人（2件）） 
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３ 意見内容及び市の考え 

提

出

者 

№ 寄せられたご意見 市の考え 

Ａ 1  子どもが大世古保育所年少クラス

で在園中です。 

公立保育所は行事など親の負担が

少なく働く親にとってありがたい部

分も多々あります。安心して預けら

れる大世古保育所で、卒園（修了）

まで保育していただきたいです。友

だちとの関係も考えると、大世古保

育所で修了させてあげたいです。 

 公立施設を廃止する際には在園児の保

育環境にも配慮し、ある程度の一定期間を

設ける予定です。 

Ｂ 2  御薗第二保育園に子どもを預けて

います。現在、御薗第二保育園は年

少から年長までは人数の定員を割っ

ているが、2歳児、1歳児クラスでは

待機児童が出ています。 

 今回の計画案で、民間に委ねる事

ができるのであれば良いが、もし廃

止になった場合や大世古保育所と統

合して民間に委ねた場合、ますます 1

歳児、2歳児クラスに入る事の出来な

い待機児童がでるのではと懸念して

います。 

 御薗第二保育園に限らず、概ね他

の保育園でも入所することが出来

ず、困っている保護者の方がいます。

待機児童が生じることのないことが

前提であるなら、待機児童が出やす

い 2歳児、1歳児クラスについて考慮

したうえで整備計画を進めて欲し

い。 

 御薗第二保育園につきましては現在地

もしくは周辺地において民間に委ねるこ

ととしております。その際には近距離にあ

る大世古保育所も含めて検討することと

しております。 

施設の民間への移譲・運営委託等にあた

り適切な事業者がない場合は、当面公立施

設として存続していくこととしており、待

機児童が生じることがないことを前提と

して適切に整備を進めてまいります。 

 

Ｃ 3  公立の幼稚園・保育所と私立の幼

稚園・保育所で費用やサービスの違

いが生じてこないか。また、公立が

少なくなることによって、住民や家

庭に不利や負担がかかることにつな

がらないか。 

 整理・統合を行うにあたっては就学前の

教育・保育の質を低下させないこと、待機

児童が生じることがないことを前提とし

ておりますことから、利用者に不利や負担

がかかることのないよう適切に整備を進

めてまいります。 

4 絶対的に幼稚園・保育所の数が減

少するので、自宅に近い・職場に近

いなどの、利用者の利便性に支障が

出てくるのではないか。 

公立施設の整理・統合を行った結果、自

宅や職場から遠くなる、近くなるなどの距

離的な変化は生じてくると思われますが、

社会性や自立の基礎を育むための集団の

規模を維持しつつ、民間に委ねられるとこ

ろは委ね、多様なニーズへ対応できる拠点

的な施設として公立施設の整備をしてい

くことにより、利用者の利便性に応えてま

いりたいと考えます。 
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Ｃ 5 今まで以上に、兄弟姉妹が違う幼

稚園や保育所に通うことが出てこな

いか。 

 整理・統合を行うにあたっては就学前の

教育・保育の質を低下させないこと、待機

児童が生じることがないことを前提とし

ておりますことから、ご意見のような事態

が生じないよう適切に整備を進めてまい

ります。 

6 津波対策に関しては、万全を期し

て欲しい。 

津波等防災対策に関しては差し迫った

課題と捉えておりますので、防災の観点も

踏まえ、計画的に施設を整備してまいりま

す。 

Ｄ 7 現在、城田幼稚園に在学しており

ます。先生方の人員確保や園児も大

変少ない状況です。 

園児の人数低下による廃園計画も

あるようですが、城田幼稚園は、伊

勢では土地も高い所にありますし、

子どもの安全面を考えますと残すべ

き幼稚園であると思います。施設自

体もまだ新しく、利用できます。 

ただ現在の多くの一般家庭から考

えますと、主婦も働きに出る事が多

く、2年保育を利用されるよりも、保

育所等、早い段階での保育を希望さ

れる事が多いようです。子どもにと

っても学習となってきますので、早

めの学習、保育を希望される事が多

いでしょう。 

 しかし、城田幼稚園は小学校併設

の幼稚園でもありますし、市立の幼

稚園でありますので、市の協力にて

学区制にする（教室を増やし）、3 年

保育にするなど、存続への協力をし

て頂きたい。城田地区は田畑も多く、

住宅地が増えているのも事実。安全

面、今後の城田を考えると伊勢市と

して改善すべき点はたくさんあるの

ではないでしょうか？ 

私としては、高台の比較的安全な

幼稚園も残すべきだと思います。 

城田幼稚園で３年保育を実施するため

には、施設改修が必要になります。整備に

あたっては、整理統合を基本的な方針とし

ておりますため、新たな改修・増床は考え

ておりません。教育の質を確保するための

集団の最低人数については、引き続き考慮

に入れて施設の整理統合を考えていくこ

とといたします。 

 また、学区制をしくことは考えておりま

せん。通園区域を指定することで、一定の

区域から園児を集めることができるとい

う考え方もありますが、現状では、たいへ

ん広域となり、通園の利便性が低下するこ

とも考えられます。公私立保育所、私立幼

稚園は通園区域がないことから、公立幼稚

園を選択しにくい要因となることも考え

られます。 

城田幼稚園は高台にありますが、様々な

側面から総合的に考え、廃止することとい

たしました。整理統合という基本的方針の

もと市全体の公立施設の配置を私立との

共存、子育て支援等総合的に考えて整備計

画を立てています。 

Ｅ 8 神社幼稚園を 3 年保育にしてほし

い。現在、5歳の子が在園中だが、下

の子達も利用させたい。神社小学校

に避難できるので、小学校が合併さ

れるまでは安全面でも安心だと思

う。 

神社幼稚園で３年保育を実施するため

には、施設改修が必要になります。整備に

あたっては、整理統合を基本的な方針とし

ておりますため、新たな改修・増床は考え

ておりません。教育の質を確保するための

集団の最低人数については、引き続き考慮

に入れて施設の整理統合を考えていくこ

とといたします。 
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Ｆ 9 今の日本では、何でも民間に任せ

ばうまくいく、何でも金儲けの対象

にしてしまう、社会保障は切り捨て

（特に安倍首相になってから、自立

自助が強調され、公助が後景に追い

やられている）、教育費は安上がりに

するという考えが強まっている。 

教育（保育も含む）については、

テストの点数が強調され、国際競争

力のある人間の育成が強調され、教

育基本法に規定されている義務教育

無償の原則は無視され、全人格の発

達を目的とした教育は無視されてい

る。そのため、少しでも教育費を削

り、安上がりな教育が目指されてい

る。 

教育は本来お金がかかるものであ

る。教育ほど金儲けになじまないも

のはない。だから欧米各国では学級

定員は２０～３０人が普通になって

いるが、日本では３５人学級さえま

だ完全には実現されていない。ヨー

ロッパでは高等教育さえ無償になっ

ているのに、日本では高い授業料に

利子つきの奨学金しかない。資源の

ない日本は人材が資源である。その

人材に投資しないで日本の未来はな

い。 

「伊勢市の就学前の子どもの教

育・保育に関する施設整備計画案」

も、日本の風潮に沿った安上がりの

教育・保育の風潮にそのまま乗った

ものであるとしかいいようがない。

しかも保育所を３つのランクに分け

るようなやり方をすれば、明らかに

保育の質を金で買うことになってし

まう。 

どの子も一様に大事にされ、平等

で質の高い教育や保育を受けること

を最優先にするような施設整備をや

ってほしい。このような計画案に同

意することはできない。 

公立施設の整備・整理にあたっては、少

子化の現状を踏まえた効率的な施設運営、

民間施設の充足率の状況等から、民間にで

きることは民間に委ねることを基本とす

るとともに、公立として担う役割を明確に

し、最少数の施設を存続させていくという

考えです。その前提としては就学前の教

育・保育の質を低下させないこと、待機児

童が生じることのないこととしておりま

す。 

そのため、施設の民間への移譲・運営委

託等にあたっては、コスト面のみを基準と

するのではなく、保育・教育の提供内容や

運営実績についても選定基準としたうえ

で、児童への影響やサービスの低下が生じ

ることのないよう譲渡・委託条件を慎重に

定め、公募により選定していくことを考え

ております。 
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Ｇ 10 この計画案に反対します。公立保

育所は伊勢市の保育の質を守る大切

な要です。その公立保育所を減らす

ことは保育の質を落とすことにもな

りかねません。 

子どもの数が減っていくことを考

えてのことだと思いますが、これ以

上少子化が進めば伊勢市の将来はま

っ暗です。もっと積極的に少子化対

策を考えなければなりません。その

一つとして、身近に保育所があると

いう事が大事だと思います。民間に

という計画ですが、民間ではどんな

に努力をしても限界があります。 

特別支援教育の中心的役割を公立

でとありますが、地域に公立保育所

がなければ遠くの公立まで行かなけ

ればなりません。親は遠くまで送っ

ていかなければなりません。弱者ほ

ど居住地の近くでと思います。 

公立保育所としては延長・休日保育や一

時保育などの多様な保育ニーズへの対応、

及び子育て支援センターの併設などによ

り保育環境の充実を図ることとし、地域に

おける拠点としての役割を担うものとし

て考えています。 

私立保育所といたしましては市内での

保育所運営の実績がございますことから、

民営となることが保育の質の低下に繋が

るとは捉えておりません。 

なお、特別支援教育につきましては中心

的な役割としての公立施設の位置付けは

ありますが、公立での取り組みを私立にお

いても広げ、市全体で特別支援教育の充実

を図るということを目的としております。 

Ｈ 11 Ⅰ．はじめに で、 

「生涯にわたる人格形成の基礎を

培うことのできる教育・保育環境の

実現を最重要課題として検討を行

い、提言をいただいた」とあります。 

この精神に則るなら、市営の幼稚

園・保育園を存続し、保護者が安心

して預けられる内容にすべきではな

いでしょうか？ 

「民間にできることは民間に」で

はなく、「市立でしかできないこと

を、市で責任をもって」やってほし

い。 

民間の園を否定するわけではあり

ませんが、株式会社等の経営の園で

は、利潤に結びつけざるを得ない。

そのために、保育者の給与を低くす

る、１人当たりの担当子ども数を多

くする、給食は「仕出し弁当」、狭い

園庭、などの劣悪な園が全国的に増

えています。そんな中で、子どもの

死亡事故が多発しています。 

なお、「教育の質を確保するために

１５人を下回った幼稚園を整理す

る」とは、「少人数では切磋琢磨でき

ないという誤解」にもとづくものだ

と思います。 

教育の質の確保には、まず、安心

Ⅰのはじめにに関するご意見につきま

しては、認可保育所に関して、公立・民間

ともに、国が定める設置基準や保育所保育

指針に基づき保育が行われておりますこ

とから、同じ基準で運営がされておりま

す。そのため、民営となることが保育の質

の低下に繋がるとは捉えておりません。 

集団の最低人数につきましては、集団の

規模が小さいと職員と児童のつながりが

深くなる反面、就学前における集団として

の力や社会性を身につけるといった環境

から一定の規模が必要であると考え、１５

人を下回る際には整理をするものとして

おります。 

Ⅱの公立施設のあり方に関するご意見

につきましては、少子化に伴い園児数が減

少している中、人口分布、保育ニーズ、施

設の態様、民間施設を含めた既存施設の配

置状況等を勘案したうえで公立施設の整

理・統合により市全体の適正配置を行い、

多機能化に対応できる施設を各地域にお

いて整備するものです。Ⅲ、２の各施設の

整備計画に関するご意見とも関連いたし

ますが、公立施設の整理・統合を行った結

果、自宅や職場から遠くなる、近くなるな

どの距離的な変化は生じてくると思われ

ますが、社会性や自立の基礎を育むための

集団の規模を維持しつつ、民間に委ねられ
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して保育に専念できる正規雇用の保

育者を確保し、保育者一人当たりの

子どもの数を少なくすることが大切

ではないでしょうか？ 

「保育とは、子どもを寝かしつけ

てミルクを飲ませ、おむつを替える

だけではない。子どもと子どもを結

びつけて子どもの社会を形成する手

助けをすることも大事な役割」と、

ある保育者が語っていました。保育

園・幼稚園は、小中学校と同じく、

大事な教育の場であることを忘れて

はならないと思います。 

 

Ⅱ．公立施設のあり方について 

④公立施設の整備・整理方針 

少子化に伴い園児数が減少している

ことと、老朽化がどう結びつくので

しょうか？ 

 公立施設を充実することは、市民

に責任を負う市として安心安全な子

育て環境をつくることであり、少子

化対策として有効だと思います。 

 

Ⅲ．２ 各施設の整備計画 

②浜郷③大世古は、民営化や廃止後

民営化 

⑥五峰⑦高城は、二見に合併 

⑧あけぼの園⑨しらとり園は、民営

化 

⑫御薗第二は、廃止または民営化 

⑮明野は、将来的には民営化したい 

⑯神社⑰城田⑱休園中の幼稚園は、

廃止 

以上を見ると、モデル園・中心園は

存続するが、それ以外の園は合併・

民営化・廃止などで、親はより遠方

に子どもを送迎することにもなりま

す。子どもは地域に住み続けている

のに、少子化・財政難・「民活」を理

由に、幼稚園・保育園が地域から消

えていくこととなり、地域から子ど

もの声が聞かれなくなります。子育

て支援とはかけ離れた施策ではない

でしょうか？ 

 いま一度、各地域の実情や保護

者・住民の要望を聞き取り、一律に

合併・民営化・廃止を決めてしまわ

るところは委ね、多様なニーズへ対応でき

る拠点的な施設として公立施設の整備を

していくことにより、公立としての役割を

明確にし、利用者の利便性に応えてまいり

たいと考えます。 
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ず、細やかな施策をお願いします。 

 「子ども医療費窓口無料の中学校

卒業までの拡充」を実現した群馬県

では、知事が「子ども医療費無償化

は、活力ある豊かな社会を築くため

の未来への投資である」と語りまし

た。保育園・幼稚園の充実は、子ど

もの医療費拡充と同様に、子育て支

援、また、少子化の緩和や、市民の

流出を食い止めることにも繋がると

思います。これからの伊勢市を担う

子どもの教育環境を豊かにしていた

だきたいと願います。 

Ｉ 12 公立幼稚園を市は守るのはわかる

が、私達が支払っている市民の税金

から出ているものなので少人数であ

る保育所、幼稚園等はなくしていい

のではないかと思う。十年内で廃止

をするという計画では本当になるの

か、と不安になる。ここ数年中に決

定すべきことを計画していただきた

い。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 

施設の整備・整理につきましては、それ

ぞれ平行して着手し、地域や利用者の皆さ

んの理解を得ながら進めていくこととな

ります。また、在園児童の教育・保育を保

障しながら移行期間も設けていく必要が

ございます。そのようなことから、実施時

期が流動的であるため、個々の完了時期は

明記せず１０年間の計画期間内で実施す

ることとしております。 

Ｊ 13 築３０年以上の古い建物や海辺の

建物について、１０年以内に何かが

起こると危ないので早急に対応する

べきだと思う。 

老朽化及び津波等の防災対策について

は差し迫った課題であると捉えておりま

すことから、私立との共存、子育て支援等

の充実を踏まえて計画的に整備を行うこ

ととしております。 

14 公立の施設、私立の施設に通うと

も、同じ伊勢市の子どもたちなので

同じ税金を払っているのに格差があ

っては、いけないと思う。 

施設整備計画案においては、公立の担う

役割を明確にし拠点として整備するとと

もに、民間に委ねられるものについては移

譲・運営委託を行うこととしております。 

整理・統合を行うにあたっては就学前の

教育・保育の質を低下させないこと、待機

児童が生じることがないことを前提とし

ておりますことから、利用者に不利や負担

がかかることのないよう適切に整備を進

めてまいります。 

Ｋ 15 整備計画の実施に当たっては、そ

の時点で環境状況変化もあるので、

計画があるからと言わず、費用対効

果、必要性等良く検討して欲しい。 

計画の実施にあたっては、平成２７年４

月に始まります子ども・子育て支援新制度

を受けての市内の教育・保育施設の動向

や、将来人口推計の変化による影響も考

え、適宜計画を見直し、ニーズに合った整

備を進めてまいります。 
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16 公立幼稚園の１０年計画は漠然と

している。環境変化もあるので、具

体的に３年先、５年先の道筋が必要。

（１５人を切ったら翌年には廃園） 

各施設ごとに記載の整備計画に加え、集

団の最低人数である１５人を下回った幼

稚園については整理することとしており

ます。 

Ｌ 17  私立の幼稚園でも同じように機能

しているし、施設や内容も充実して

いるので公立を減らし、私立にまか

せてもらいたい。 

施設整備計画案においては、公立の担う

役割を明確にし拠点として整備するとと

もに、民間に委ねられるものについては移

譲・運営委託を行うこととしております。 

18  １０年という期間は長すぎる。 施設の整備・整理につきましては、それ

ぞれ平行して着手し、地域や利用者の皆さ

んの理解を得ながら進めていくこととな

ります。また、在園児童の教育・保育を保

障しながら移行期間も設けていく必要が

ございます。そのようなことから、実施時

期が流動的であるため、個々の完了時期は

明記せず１０年間の計画期間内で実施す

ることとしております。 

Ｍ 19  人数の少ない公立幼稚園は税金の

無駄使いだと思います。１０年間も

かけるのではなく、即廃止にすべき

です。すぐ私立幼稚園にゆだねられ

る園はなくした方が良いと思いま

す。 

 なくせないなら、４、５歳児を異

年齢クラスにして、職員の数を少な

くして、私立幼稚園の行っている特

別支援や延長保育の補助金に回して

もらいたいです。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 

補助金の内容については計画案で定め

ておりませんが、ご意見につきましては伊

勢市の教育・保育の充実を図るうえで参考

とさせていただきます。 

Ｎ 20  公立で少人数のところは、統合す

るか私立にゆだねたらいいと思う。

税金の無駄使いだと思う。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 

Ｏ 21  私立に特別支援の補助金対策をし

てほしい。特別支援児が私立にたく

さん通っています。公立だけ補助金

が出るので、平等に考えてほしいと

思います。 

補助金の内容については計画案で定め

ておりませんが、ご意見につきましては伊

勢市の教育・保育の充実を図るうえで参考

とさせていただきます。 

22  公立幼稚園は、人数が少ないのに

先生が何人かいて税金を使用してい

る現状を疑問に思います。公立幼稚

園は人数集めをして残そうとせずに

私立幼稚園にゆだねて、廃止しても

よいと思います。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 
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Ｐ 23  伊勢市立幼保の特別支援児には加

配がついていて、加配教師に対して

補助金が出ているようだが、私立に

は補助金が出ていない。税金は公立、

私立公平に使われるべきなので私立

にも特別支援の先生に対して補助金

を出してほしいです。 

補助金の内容については計画案で定め

ておりませんが、ご意見につきましては伊

勢市の教育・保育の充実を図るうえで参考

とさせていただきます。 

24  人数の少ない神社幼稚園は民間園

に任せるべきです。園児数に対して

先生の数が多く、人件費のむだ使い

です。税金のむだ使いです。 

神社幼稚園につきましては園児数が減

少傾向にあり、また津波浸水による影響を

強く受ける立地にあることから周辺の施

設に幼児教育を委ね、廃止することとして

おります。教育の質を確保するための集団

の最低人数については、引き続き考慮に入

れて施設の整理統合を考えていくことと

いたします。 

Ｑ 25  私立幼稚園にも、特別支援補助金

が必要だと思う。私立幼稚園でも、

特別支援研修や特別支援に積極的に

取り組んでいることを、もっと知っ

ていただきたいです。 

補助金の内容については計画案で定め

ておりませんが、ご意見につきましては伊

勢市の教育・保育の充実を図るうえで参考

とさせていただきます。 

26  人数の少ない公立施設は、私立施

設に任せていくことも良いと思いま

す。公立と私立でも、している保育

内容に差はないと思います。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 

Ｒ 27  施設整備計画に１０年もかけるの

は長いと思う。子どもの状況はよく

分かっていることなので税金を無駄

にしないよう早く実施すべきであ

る。 

施設の整備・整理につきましては、それ

ぞれ平行して着手し、地域や利用者の皆さ

んの理解を得ながら進めていくこととな

ります。また、在園児童の教育・保育を保

障しながら移行期間も設けていく必要が

ございます。そのようなことから、実施時

期が流動的であるため、個々の完了時期は

明記せず１０年間の計画期間内で実施す

ることとしております。 

28 人数の少ない園を運営するよりも

障がいのある子どもたちを支援する

施設にしてもらいたい。 

公立施設のあり方といたしましては、特

別支援教育に積極的に取り組み、支援が必

要な幼児への適切な支援や、子どもの発育

に不安や悩みを抱く保護者へのアドバイ

スを行うとともに、特別支援教育に関する

職員の資質向上・意識向上や知識・経験を

持った人材の育成・配置を進め、特別支援

教育の中心的役割を担うこととしており

ます。また、公立での取り組みを私立にお

いても広げ、市全体で特別支援教育の充実

を図るということを目的としております。 
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Ｓ 29  公立での定員に満たない保育を任

せても子どもは集団教育の意味がな

いので、公立保育を廃止して私立の

経営に任せる方向にしていく方が良

いと思う。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 

30  地震・津波災害が心配されている

現状から考えて、危険な立地条件の

園は廃園し、小学校・中学校統合の

ように、安全な立地条件の場所に統

合していくべきだと思う。 

津波等の防災対策については差し迫っ

た課題であると捉えておりますことから、

私立との共存、子育て支援等の充実を踏ま

えて計画的に整備を行うこととしており

ます。 

Ｔ 31  公立は廃止して、私立にまかせる

べき。少人数では、保育ができませ

ん。 

少人数である保育所・幼稚園につきまし

ては、各施設に記載の整備内容のほか、教

育の質を確保するための集団の最低人数

を考慮に入れて施設の整理統合を考えて

いくことといたします。 

32  特別支援への対策を、私立の方に

も使って欲しい。補助金は、平等に

分配して欲しい。 

補助金の内容については計画案で定め

ておりませんが、ご意見につきましては伊

勢市の教育・保育の充実を図るうえで参考

とさせていただきます。 

33 １０年先の状況は、変わっている

と思うので今すぐに対応して欲し

い。 

施設の整備・整理につきましては、それ

ぞれ平行して着手し、地域や利用者の皆さ

んの理解を得ながら進めていくこととな

ります。また、在園児童の教育・保育を保

障しながら移行期間も設けていく必要が

ございます。そのようなことから、実施時

期が流動的であるため、個々の完了時期は

明記せず１０年間の計画期間内で実施す

ることとしております。 

Ｕ 34  公立施設整備計画に伴い、今後公

立幼稚園が３園になってしまう事

は、非常に残念に思います。残され

た幼稚園は、今後、より子ども達の

笑顔が増え、子ども一人一人を大切

にし、心身共に豊かな人間性を育て

る為に、今以上に充実した、魅力あ

る施設にして欲しいと望んでいま

す。 

 現在当園（小俣幼稚園）では、週

２回の配送弁当による給食の実施を

していますが、冷めたご飯での提供

が現状です。給食センターという選

択もありますが、保護者一同として

は、是非、園内に給食施設を設立し

て欲しいと願っています。園内にそ

のような施設があれば、園で子ども

達が収穫した季節の野菜などを使っ

た給食として提供することもでき、

計画案において、小俣幼稚園とゆりかご

園は統合による認定こども園化も視野に

入れ、公立施設として存続させていくとあ

りますことから、認定こども園として整備

する際には、給食の提供方法について検討

いたします。 

また、公立幼稚園の充実についてのご意

見につきましては、今後伊勢市の幼児教育

の充実を図るうえで参考とさせていただ

きます。 
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又、食に対する感謝の心や食べ物に

ついて考える習慣を楽しく身に付け

る為の「食育」にも繋がります。 

 子ども達の為に小、中学校と同様

の温かい給食を提供してあげたいと

心から願っています。よろしくお願

いします。 

 

４ 意見募集結果による修正の有無 

  修正なし 

 


